
令和７年度 あおば保育園募集要項 
令和６年 9 月 

社会福祉法人 内木会 あおば保育園 

 

 当園では、子ども達の心身の健全な発達と成長を第一に考え、教育・保育に全力で取り組んでい

ます。私達の最も大きな願いは「将来、子ども達に幸せになってほしい」ということです。そのた

めに必要な力を育てることが私達の役割です。子ども達が将来、人に愛され、他者を助け、社会に

貢献できる立派な人格者となるように、１日１日の保育を大切にしています。当園へのご入園をぜ

ひ、ご検討ください。 

 

１． 当園のご案内  

＜開園日・開園時間・保育提供時間・休園日＞ 

開園日 開園時間 保育提供時間 延長保育時間 休園日 

月曜日～土曜日 

通常保育 

7:00～20:00 

土曜保育 

7:00～18:00 

保育標準時間 

7:00～18:00 

保育短時間認定 

8:00～16:00 

保育標準時間 

18:00～20:00 

保育短時間認定 

16:00～20:00 

年末年始 

12/29～1/3 

日曜日・祝祭日 

その他災害時等必

要と認めた時 

 

＜定員＞ 

 ・７0 名 

 

＜乳児保育＞ 

  ・産休明け（生後２か月）からの乳児保育を行います。 

  ・乳児保育の基準に合致した設備や職員を備え、延長保育も積極的に行います。 

 

＜年度途中の受入＞ 

  ・育児休業や産休明けの職場復帰にともなう年度途中入所希望の受入れを積極的に行い 

ます。 

 ・入所前指導や育児相談を行います。 

 

＜特別保育・延長保育＞ 

・午前 8 時 30 分から午後 5 時 30 分までを基本保育時間とし、保護者の就労等の 

状況に合わせて、基本保育時間外の延長保育を行います。 

 

＜一時保育＞ 

・就学、通院、看病、出産、就労、リフレッシュ等の理由で、一時的に子どもを預ける 

ことのできる一時預かり保育事業を行います。 

 

      

 

 

 

 



 

２． 当園の教育  

＜教育理念・保育理念＞  

心身ともに健康で、豊かな人間性と幅広い経験を持ち、 

どんな時にも人間としてたくましく生き抜く力をつける。 

 

子ども達の未来は、子ども達自身が切り開き創っていくものです。私達が今、子ども達にすべき

ことは、自分の未来を切り開いていくための力をつけさせることです。言い換えれば、子ども達の

「心」と「体」を育てることです。幼児・乳児期の教育や経験は、子ども達の人格形成に大きな影

響を与えます。自主・自立を基本に、物事への積極性や 興味関心、優しさや思いやり等、園での

生活を通して「心」を育めるように指導することが私達の役割です。また、健康な体、病気に負け

ない体力の育成についても、幼児期の運動経験は非常に重要です。子ども達が大人になった時に、

自分の力で自分の未来を切り開き、自らを輝かせることのできる人間となるように、一人ひとりを

大切に育てていきます。 

 

＜教育目標＞ 

◯豊かな人間性をもち、心身ともに丈夫な子ども 

◯確かな思考力をもち、意欲的に活動する子ども 

◯幅広い経験と、個性あふれる感性を持つ子ども 

 

＜保育目標＞ 

◯友達を大切にする 

◯自分のことは自分でする 

◯礼儀作法を身につける 

 

＜教育・保育方針＞ 

1. 基本的な生活習慣を身につける。 

2. 友達との集団生活の中で、正しい社会的態度を身につける。 

3. 友達への思いやりなど、豊かな情操を養う。 

4. 健康教育・安全教育を徹底し、健康でたくましい心と体をつくる。 

5. 自然や社会の事柄に関心をもたせ、経験を通して思考力を培い、創造的な表現力を伸ばす。  

6. 自分のことは自分でする自立の態度を養う。 

 

＜指導の基本事項＞ 

1.躾 

2.善悪の判断 

躾、善悪の判断は、保育園で身につけるべき基本的で重要な指導事項です。「躾」では、基本的

生活習慣、集団生活のルール、礼儀などを子ども達に理解させ、毎日の積み重ねで身につけさせま

す。「善悪の判断」は人権に関すること、安全に関することを指導して良いことと悪いことを子ど

もに伝え、指導を徹底して身につけられるよう指導していきます。  



＜指導の重点事項＞ 

1. 挨拶 相手より先に、大きな声で挨拶する。 

2. 返事 名前を呼ばれたら大きな声でハイの返事をする。 

3. 話を聞く態度 相手の目を見て、よい姿勢で最後まで聞く。 

4. 身だしなみ シャツをズボンに入れる、上履きをきちんと履く。 

5. 靴を揃える 靴を脱いだらきちんと揃える。 

 挨拶、返事、話を聞く態度、身だしなみ、靴を揃える、の５つを重点事項として指導します。 

 

 

 体操・音楽について  

 あおば保育園は、教育・保育の充実を目的として２歳児より徐々に「体操・音楽」を導入してい

ます。「体操」「音楽」の分野で子ども達の可能性を引き出すとともに、「人間としての自立」を教

育の目標としています。体操・音楽を導入することで教育・保育を充実させ、私達の園に通う子ど

も達の「心」と「体」をより強く逞しく育んでいきたいと考えています。 

 幼児期は心も体も非常に大きく成長します。特に脳が大きく発達し、６歳までに成人の９０％程

度の重量に達します。脳が発達する幼児期に様々な刺激を受けることで、脳内により多くの神経回

路が形成され、優れた運動神経・音感・思考力を獲得できると考えられています。実際、子どもの

運動神経は、遺伝要素よりも環境要素の方がずっと大きいと言われています。脳が発達する時期に、

毎日運動したり、音楽に触れたり、絵本を読んだり、考えたりする時間をもつことは、子ども達の

成長発達に良い影響を与えます。子ども達が持って生まれた可能性を引き出すこと、それが取り組

む目的のひとつです。 

 体操・音楽の最も大きな目的は、「心」を育てることです。運動も音楽も読み書き計算も、最初

から上手にできるわけではありません。時には壁にぶつかることもありますが、毎日努力すること

で乗り越えることができます。活動を通して「頑張ることの大切さ」「諦めない粘り強い心」を身

につけてほしいと考えています。子ども達が将来どのような分野に進み、どんな人生を歩むかは分

かりません。しかし、「努力することの大切さ」「諦めない心」は、子ども達が夢を描き、実現して

いくために必ず必要となるものです。毎日の取り組みの中で「頑張る心」を育んでほしいと考えて

います。また、体操や音楽では、友達と協力をして取り組む場面が多くあります。友達を応援した

り、一緒に力を合わせる経験をしたりして、友達との関わり方を学ぶことができます。競い合った

り、力を合わせたり、切磋琢磨しながら優しさや共感する心を育むことも保育のねらいの一つです。 

 あおば保育園は、「学び続け、進化し続ける保育園」です。これらの指導に限らず、今後もすば

らしい取り組みを行なっている幼稚園・保育園から積極的に学び続け、自園の理念・方針に合致す

るようにアレンジして、取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３．入園資格  

  下野市にお住いの方またはお勤めの方で、保護者の就労等の「保育の必要な事由」

に該当し、保育園等での保育を希望する３号認定区分の方 

 ※下野市以外の方につきましては、利用定員に余裕がある場合、お受けできる可能性があります。 

 

認定区分について 

認定区分 対象児童 

３号認定 満３歳未満のお子さんで、保護者の就労等の「保育の必要な事由」に該当し、

保育園等での保育を希望する方 

 

標準時間と短時間認定について 

区 分  就労時間  備 考 

保育短時間 

（１日８時間） 

１か月６４時間以上 

１２０時間未満 

求職活動中や育児休業の場合は短時

間認定となります。 

保育標準時間 

（１日１１時間） 

１か月１２０時間 

以上 

産前産後は標準時間認定となります。 

 

◎当園の教育方針に賛同し、保育園の教育活動にご理解とご協力を頂ける方。 

園と家庭とが協力し合って教育・保育・子育てを行っていくことが、子ども達の成長には欠

かせません。当園では、保護者の方と理解し合い、互いに支え合いながらよりよい教育・保育・

子育て支援を行っていきたいと考えています。園と家庭との信頼関係は、非常に大切なもので

す。 

 

４．募集人員  

０歳児 ３号認定 22 名 

１歳児 ３号認定 若干名 

２歳児 ３号認定 若干名 

 

５．入園手続きについて  

書  類：お住いの自治体の入園申込書類を取り寄せて必要事項を記入してください。 

提出期限：お住いの自治体ごとに異なりますのでご注意ください。 

      ●４月入園希望者の受付期間 → 前年度１０月頃～（目安）  

      ●５月以降入園希望者の受付期間 → 入園希望月の６か月前から入園希望月 

の前々月末日まで（目安） 

提 出 先：お住いの自治体の窓口へ提出してください。 

※ 新規で入園を希望される場合は事前に見学を行い、保育内容などを確認の上お申し込みく

ださい。 

※ 申込後、自治体にて教育・保育施設を利用するための支給認定を行います。その後保育の

利用を必要とする理由を総合的に判断し、入園要件の高い方から入園者を決定していきま

す。その後、自治体から入園内定(承諾)・不承諾通知が送付されます。 



６．令和７年度 ３号認定 納付金一覧  

（予定であり、変更になる可能性があります。） 

 金額 納付時期 備考 

利用者負担額 

（保育料） 

３号認定の利用者負担は自治体の定める

通り。 
毎月 

銀行引き落とし 

（自治体による集金） 

給食費 ３号認定５００円 毎月 銀行引き落とし 

延長保育料金 
上限 ８,０００円（３号・標準時間） 

上限 ８,０００円（３号・短時間） 
毎月 銀行引き落とし 

IC カード費 

１,１００円（１,０００円＋消費税） 

２枚目以降は６６０円（６００円+消費

税） 

入園した月 

銀行引き落とし 

玄関ドアのＩＣカードキー 

（保護者証を兼ねる） 

教材費 

実費 別紙参照 

（内訳：鍵盤ハーモニカ、クレヨン、粘

土、自由画帳、名札、色帽子など） 

購入した月 銀行引き落とし 

タオルケット

レンタル代 
2,200 円 毎月 銀行引き落とし 

おむつ廃棄料 

２００円 

（下野市より補助があるため） 

※令和６年度実績 

毎月 
銀行引き落とし 

おむつ利用者のみ 

 

７．延長保育料一覧  

認定区分 
３号認定 

標準時間認定 短時間認定 

通常保育中 
18:00～20:00 7:00～8:00 

16:00～20:00 
1 時間料金 400 円/時間 
上限料金 8,000 円 8,000 円 

 

８．教材費  

当園には指定の教材があり、入園希望者には指定の教材を購入して頂いております。クレヨ

ン・粘土など、全員同じ教材を持っているという前提が崩れると保育上不都合が生じることが

あります。そのため指定の教材は、全員に購入して頂いております。予めご了承ください。（上

の子のお下がりは使用して頂いて問題ありません。その場合は、教材申込を行う際に職員にお

申し出ください。） 

進級時には、新しいクラスの名札・色帽子など、必要なものだけを購入して頂きます。なお、

当園は教材費を月ごとに集めていないため、使用して使い切った教材の補充分を購入して頂い

ています。（のりを使い切ったら、のりの補充分を購入して頂く等） 

  

 

 

 



 ※令和５年度実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表の金額は令和６年度現在の参考値です。 

実際の購入時には販売価格が変更になる可能性がありますので、ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９．受付連絡システム  

あおば保育園では、受付連絡システム「えんとつ」を 

使ってご家庭と園との連絡を行います。 

電話受付やメモではなく、確実に記録の残るシステムを

採用し、全職員が閲覧できるようにし、連絡伝達のトラブ

ルを未然に防ぐのが目的です。また、ご家族皆様で「えん

とつ」をご覧頂き、園の保育についても皆様に共有させて

頂きたいと考えています。 

 

＜ご用意いただくもの＞ 

「えんとつ」のご利用のために、スマートフォン・タブレット・パソコン等が必要になり 

ます。登録のために QR コードの読み取りが必要となります。 

 

＜えんとつでできること＞ 

1. 預かり保育、延長保育等の受付、確認、アンケート 

2. 電子連絡帳 

3. メール連絡網 

4. 園便り「てんとうむし通信」や都度のお便りの配信 

5. 園児基本情報の登録 等 

 

１０．お問合せ先  

   ご不明な点がありましたら、園までお気軽にご連絡ください。 

 

    あおば保育園：０２８５−４８−５５３０ 

 

        園 長   内海知恵 

      主任保育士  小林莉沙 

 

 

 

 

 

 


